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	応用
	抗原情報
	背景
	KRT19と共に、横紋筋のコスタメアにおいて収縮装置とジストロフィンを連結する役割を担う。K8はII型細胞骨格ケラチンである。ケラチンは中間径フィラメントタンパク質であり、上皮細胞の構造的完全性を担い、サイトケラチンと毛髪ケラチンに分類される。
	研究分野
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	サイトケラチン 8 (10A5) 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト結腸組織の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。ネガティブコントロールは二次抗体のみを使用しました。
	

	サイトケラチン 8 (10A5) 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。ネガティブコントロールは二次抗体のみを使用しました。
	

	CK8抗体を用いたパラフィン包埋マウス肝組織の免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧・高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。ネガティブコントロールとして、二次抗体のみを用いた。
	

	サイトケラチン 8 (10A5) 抗体を使用した、Hela マウス脳溶解物中のサイトケラチン 8 (10A5) のウエスタン ブロット分析。
	

	サイトケラチン 8 (10A5) 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学分析。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

